
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
フロア側に固着されるロアレール（１１）と、該ロアレール（１１）に摺動可能に係合す
るアッパレール（２１）と、該アッパレール（２１）に設けられ、前記アッパレール（２
１）の摺動をロック /ロック解除するロック機構とを有するシートトラックにおいて、
前記ロアレール（１１）は、
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フロアと略平行に設けられた基底部（１２）と、該基底部（１２）の一方の端部に下方の
端部が接続され、前記フロアから離れる方向に延出する第１の側壁部（１３）と、
　前記基底部（１２）の他方の端部に下方の端部が接続され、前記フロアから離れる方向
に延出し、前記第１の側壁部（１３）と略同じ長さの第２の側壁部（１４）と、
　前記第１の側壁部（１３）の上方の端部に一方の端部が接続され、前記基底部（１２）
と略平行に前記第２の側壁部（１４）方向へ延出する第１の天部（１５）と、
　前記第２の側壁部（１４）の上方の端部に一方の端部が接続され、前記基底部（１２）
と略平行に前記第１の側壁部（１３）方向へ延出し、前記第１の天部（１５）と略同じ長
さの第２の天部（１６）と、
　前記第１の天部（１５）の他方の端部から前記基底部（１２）方向に折曲し、前記第１
の側壁部（１３）より長さが短い第１の垂下部（１７）と、
　前記第２の天部（１６）の他方の端部から前記基底部（１２）方向に折曲し、前記第１
の垂下部（１７）と空間（ S）を介して対向し、前記第１の垂下部（１７）と略同じ長さ
の第２の垂下部（１８）と、



とから構成し、
前記アッパレール（２１）は、

とから構成し、
前記ロック機構は、

ロックレバー（４１）と、

付勢す
るトーションバー（６０）とから構成したことを特徴とするシートトラック。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、フロア側に固着されるロアレールと、該ロアレールに摺動可能に係合するアッ
パレールと、該アッパレールに設けられ、前記アッパレールの摺動をロック／ロック解除
するロック機構とを有するシートトラックに関する。
【０００２】
【従来の技術】
次に図面を用いて従来例を説明する。図８は従来のシートトラックを示す要部構成斜視図
、図９は図８における側面図である。
【０００３】
これらの図において、１は図示しないシートの前後摺動を案内するためのシートトラック
である。このシートトラック１は、シート側に設けられるアッパレール２と、フロア側に
設けられ、アッパレール２が摺動可能に嵌合するロアレール３とを有している。そして、
ロアレール３は、ロアレール３の前後端部にそれぞれ設けられた前部ロアブラケット４と
後部ロアブラケット５とを介してフロアに取り付けられている。
【０００４】
ロアレール３の側面には、ロック穴３ａが長手方向に沿って所定間隔で穿設されている。
６はアッパレール２上に設けられ、ロックシャフト７を回転可能に保持するブラケットで
ある。このロックシャフト７には、ロアレール３のロック穴３ａに噛合可能なロックレバ
ー８が固着されている。更に、ロックシャフト７の一方の端部は、折曲されてハンドル部
７ａが形成され、他方の端部には、すり割り溝７ｂが形成されている。
【０００５】
９は一端部がアッパレール２に、他端部がロックシャフト７のすり割溝７ｂにそれぞれ係
止され、ロックシャフト７に対してロックレバー８がロック穴３ａに噛合する方向（図８
において矢印Ｘ方向）に付勢するトーションスプリングである。
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　前記第１の垂下部（１７） ,前記第２の垂下部（１８）のうちのどちらかに形成された
ロック突起（１９）

前記ロアレール（１１）の第１の垂下部（１７） ,第２の垂下部（１８）間に形成された
空間（ S）を介してロアレール（１１）内に嵌入する第１の基部（２４） ,該第１の基部（
２４）から延出し、前記第１の側壁部（１３） ,第１の天部（１５） ,第１の垂下部（１７
）で形成された空間（ S1）まで延出する第１の延出部（２５）からなる第１のアッパレー
ル（２２）と、
　前記ロアレール（１１）の第１の垂下部（１７） ,第２の垂下部（１８）間に形成され
た空間（ S）を介してロアレール（１１）内に嵌入し、前記第１のアッパレール（２２）
の第１の基部（２４）との間に空間（ S3）を有するように固着された第２の基部（２６）
,該第２の基部（２６）から延出し、前記第２の側壁部（１４） ,第２の天部（１６） ,第
２の垂下部（１８）で形成された空間（ S2）まで延出する第２の延出部（２７）からなる
第２のアッパレール（２３）

前記アッパレール（２１）の第１及び第２の基部間（２４ ,２６）に形成された空間（ S3
）に配設され、前記アッパレール（２１）に対して回転可能に設けられ、回転端部には、
前記ロアレール（１１）のロック突起（１９）に係合可能な
基端部が前記アッパレール（２１）に穿設された穴（５１）に係合し、中間部が前記アッ
パレール（２１）に形成され、上方に延出した切り欠き片（５２）に係止され、先端部側
は下方に弾性変形された状態で前記アッパレール（２３）に形成された長穴（５３）を介
して前記ロックレバー（４１）の回転端部の穴（４８）に係合し、前記ロックレバー（４
１）の回転端部が前記ロアレール（１１）のロック突起（１９）に係合する方向に



【０００６】
次に上記構成の作動を説明する。図８及び図９に示す状態は、ロックレバー８がロアレー
ルのロック穴３ａに噛合し、アッパレール２の移動が禁止されている（ロック状態）。
【０００７】
この状態から、シートを前後方向に移動調整する場合には、ロックシャフト７のハンドル
部７ａを図８において、トーションスプリング９の付勢力に抗して反矢印Ｘ方向に回転さ
せる。すると、ロックレバー８が、ロック穴３ａより離脱し、アッパレール２はロアレー
ル３に対して摺動可能な状態となる（アンロック状態）。そして、シートを前後方向に移
動して、所望のシートポジションを得たならば、ロックシャフト７を反矢印Ｘ方向に回転
させている操作力を解除する。すると、再び、ロックレバー８がロック穴３ａに噛合し、
ロック状態となる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記構成のシートトラックにおいては、ブラケット６，ロックシャフト７，ロッ
クレバー８及びトーションスプリング９から構成されるロック機構が、移動するアッパレ
ール２の側面にブラケット６を介して設けられているので、ロック機構が占めるスペース
が大きいという問題点がある。
【０００９】
又、このロック機構の構成部品点数も多いという問題点がある。
本発明は、上記問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、ロック機構の占めるスペー
スが小さく、ロック機構の構成部品点数が少ないシートトラックを提供することにある
【００１０】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決する第１の発明は、フロア側に固着されるロアレールと、該ロアレール）
に摺動可能に係合するアッパレールと、該アッパレールに設けられ、前記アッパレールの
摺動をロック /ロック解除するロック機構とを有するシートトラックにおいて、前記ロア
レールは、

とから構成し、前記アッパレールは、

とから構成し、前記ロック機構は、

ロックレバーと、
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フロアと略平行に設けられた基底部と、該基底部の一方の端部に下方の端部が
接続され、前記フロアから離れる方向に延出する第１の側壁部と、前記基底部の他方の端
部に下方の端部が接続され、前記フロアから離れる方向に延出し、前記第１の側壁部と略
同じ長さの第２の側壁部と、前記第１の側壁部の上方の端部に一方の端部が接続され、前
記基底部と略平行に前記第２の側壁部方向へ延出する第１の天部と、前記第２の側壁部の
上方の端部に一方の端部が接続され、前記基底部と略平行に前記第１の側壁部方向へ延出
し、前記第１の天部と略同じ長さの第２の天部と、前記第１の天部の他方の端部から前記
基底部方向に折曲し、前記第１の側壁部より長さが短い第１の垂下部と、前記第２の天部
の他方の端部から前記基底部方向に折曲し、前記第１の垂下部と空間を介して対向し、前
記第１の垂下部と略同じ長さの第２の垂下部と、前記第１の垂下部 ,前記第２の垂下部の
うちのどちらかに形成されたロック突起 前記ロアレ
ールの第１の垂下部 ,第２の垂下部間に形成された空間を介してロアレール内に嵌入する
第１の基部 ,該第１の基部から延出し、前記第１の側壁部 ,第１の天部 ,第１の垂下部で形
成された空間まで延出する第１の延出部からなる第１のアッパレールと、前記ロアレール
の第１の垂下部 ,第２の垂下部間に形成された空間を介してロアレール内に嵌入し、前記
第１のアッパレールの第１の基部との間に空間を有するように固着された第２の基部 ,該
第２の基部から延出し、前記第２の側壁部 ,第２の天部 ,第２の垂下部で形成された空間ま
で延出する第２の延出部からなる第２のアッパレール
前記アッパレールの第１及び第２の基部間に形成された空間に配設され、前記アッパレー
ルに対して回転可能に設けられ、回転端部には、前記ロアレールのロック突起に係合可能
な 基端部が前記アッパレールに穿設された穴に係合し、中間部が前記ア
ッパレール）に形成され、上方に延出した切り欠き片に係止され、先端部側は下方に弾性
変形された状態で前記アッパレールに形成された長穴を介して前記ロックレバーの回転端
部の穴に係合し、前記ロックレバーの回転端部が前記ロアレールのロック突起に係合する



付勢するトーションバーとから構成したことを特徴とするシートトラックである。
【００１２】
【作用】
本発明のシートトラックにおいて、ロックレバーを付勢手段に抗して回転すると、ロック
レバーとロック突起との係合が解除され、アッパレールはロアレールに対して摺動可能な
状態となる。
【００１３】
ロックレバーは、アッパレールの第１の基部，第２の基部間に形成された空間に配設され
ているので、ロック機構の占めるスペースが小さく、しかも、ブラケットを用いていない
のでロック機構の構成部品点数が少ない。
【００１４】
【実施例】
次に図面を用いて本発明の一実施例を説明する。図１は本発明の一実施例の要部分解斜視
図、図２は図１において組付け後のＡ－Ａ断面図、図３は図１において組付け後のＢ－Ｂ
断面図、図４は図１において組付け後のＣ方向矢視図、図５は図１において組付け後のＤ
方向矢視図である。
【００１５】
尚、本実施例のシートトラックは、シート下面の両サイドに設けられるものであるが、構
成は同一なので、一方のシートトラックを用いて説明し、他方のシートトラックの説明は
行なわない。
【００１６】
先ず、図２及び図３を用いてシートトラックの構成部品であるアッパレール及びロアレー
ルの断面形状を説明する。
フロア側に固着されるロアレール１１は、フロアと略平行に設けられた基底部１２と、基
底部１２の一方の端部に下方の端部が接続され、フロアから離れる方向に延出する第１の
側壁部１３と、基底部１１の他方の端部に下方の端部が接続され、フロアから離れる方向
に延出し、第１の側壁部１３と略同じ長さの第２の側壁部１４と、第１の側壁部１３の上
方の端部に一方の端部が接続され、基底部１２と略平行に第２の側壁部１４方向へ延出す
る第１の天部１５と、第２の側壁部１４の上方の端部に一方の端部が接続され、基底部１
２と略平行に第１の側壁部１３方向へ延出し、第１の天部と略同じ長さの第２の天部１６
と、第１の天部１５の他方の端部から基底部方向１２に折曲し、第１の側壁部１３より長
さが短い第１の垂下部１７と、第２の天部１６の他方の端部から基底部１２方向に折曲し
、第１の垂下部１７と空間Ｓを介して対向し、第１の垂下部１７と略同じ長さの第２の垂
下部１８とからなっている。
【００１７】
そして、第１の垂下部１７，第２の垂下部１８のうちどちらか一方、本実施例では第１の
垂下部１７には、ロアレール１１の長手方向に沿ってロック突起１９が複数形成されてい
る。
【００１８】
アッパレール２１は、第１のアッパレール２２と第２のアッパレール２３とから構成され
る。
第１のアッパレール２２はロアレール１１の第１の垂下部１７，第２の垂下部１８間に形
成された空間Ｓを介してロアレール１１内に嵌入する第１の基部２４と、第１の基部２４
から延出し、ロアレール１１の第１の側壁部１３，第１の天部１５，第１の垂下部１７で
形成された空間Ｓ１まで延出する第１の延出部２５とからなっている。
【００１９】
一方、第２のアッパレール２３は、ロアレール１１の第１の垂下部１５，第２の垂下部１
８間に形成された空間Ｓを介してロアレール１１内に嵌入し、第１のアッパレール２２の
第１の基部２４に固着された第２の基部２６と、第２の基部２６から延出し、ロアレール
１１の第２の側壁部１４，第２の天部１６，第２の垂下部１８で形成された空間Ｓ２まで
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方向に



延出する第２の延出部２７とからなっている。
【００２０】
そして、ロアレールの基底部１２，第１の側壁部１３及びアッパレール２１の第１の延出
部２５間に配置された鋼球３０と、ロアレールの基底部１２，第２の側壁部１４及びアッ
パレール２１の第２の延出部２７間に配置された鋼球３１とにより、アッパレール２１は
ロアレール１１に対して摺動可能となっている。
【００２１】
アッパレール２１において、第１のアッパレール２２の第１の基部２４の下部と、第２の
アッパレール２３の第２の基部２６下部との間には、アッパレール２１の長手方向に沿っ
て空間Ｓ３が形成されている。
【００２２】
又、アッパレール２１の後部において、第１のアッパレール２２の第１の基部２４と、第
２のアッパレール２３の第２の基部２６との間には、前述の空間Ｓ３の延出方向と直交す
る方向（上下方向）延出し、空間Ｓ３に接続する空間Ｓ３′が形成されている。
【００２３】
次に、図１から図５を用いてシートトラックロック機構の説明を行なう。４１はアッパレ
ール２１の第１のアッパレール２２と第２のアッパレール２３との間に形成された空間Ｓ
３に配設されるロックレバーである。
【００２４】
ロックレバー４１の略中間部には、穴４２が形成され、アッパレール２１に形成された穴
４３及びロックレバー４１の穴４２に係合するピン４４を用いて、アッパレール２１に対
して回転可能に設けられている。
【００２５】
このロックレバー４１の一方の回転端部（後端部）下部には、ロアレール１１のロック突
起１９方向に折曲された折曲部４５と、一方の回転端部上部には、アッパレール２１の第
１のアッパレール２２と第２のアッパレール２３との間に形成された空間Ｓ３′に嵌入す
る嵌合部４６とが形成されている。折曲部４５には、ロアレール１１のロック突起１９に
係合可能なロック穴４７が形成され、又、嵌合部４６に穴４８が形成されている。尚、本
実施例の場合、第１のアッパレール２２の第１の基部２４，第１の延出部２５において、
ロックレバー４１の折曲部４５の移動範囲と干渉する部分は図５に示すように切りかかれ
ている。
【００２６】
一方、アッパレール２１の第１のアッパレール２２及び第２のアッパレール２３には、穴
５１が穿設され、この穴の近傍には上方に延出した切り欠き片５２が形成され、更に、穴
５１を中心とし、ロックレバー４１の穴４８と交差する円弧状の長穴５３が形成されてい
る。そして、付勢部材としてのトーションバー６０の基端部が穴５１に係合し、中間部が
切り欠き片５２に係止され、先端部側は下方に弾性変形された状態で長穴５３を介してロ
ックレバー４１の穴４８に係合し、ロックレバー４１のロック穴４７が、ロアレール１１
のロック突起１９に係合する方向に付勢している。
【００２７】
ロックレバー４１の他方の端部（前端部）は、他方のシートトラック方向に折曲され、先
端には切り欠き溝６３が形成されている。
アッパレール２１の前部には、穴６４が形成され、この穴６４にハンドルバー７０の一方
の端部が回転可能に係合している。このハンドルバー７０の他方の端部は、他方のシート
トラックのアッパレール２１の穴に回転可能に係合している。
【００２８】
このハンドルバー７０は、両端部近傍に形成され、ロックレバー４１の切り欠き溝６３が
係合するクランク部７１と、シート前縁に沿って延出する操作部７２とから構成されてい
る。
【００２９】
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次に、上記構成の作動を説明する。ロックレバー４１のロック穴４７はトーションバー６
０により、ロアレール１１のロック突起１９に係合し、アッパレール２１の摺動は禁止さ
れている。
【００３０】
ここで、ハンドルバー７０の操作部７２を上方に持ち上げると、クランク部７１はアッパ
レール２１の穴６４を中心に上方に移動する。ハンドルバー７０のクランク部７１に係合
するロックレバー４１は、ピン４４を中心に切り欠き溝６３側が上方に、ロックレバー４
１の折曲部４５側は下方に移動するように回転し、ロックレバー４１のロック穴４７のロ
アレール１１のロック突起１９への係合は解除される。よって、アッパレール２１はロア
レール１１に対して摺動可能な状態となり、所望のシートトラック位置へアッパレール２
１を摺動させる。
この時、ロックレバー４１に係合するトーションバー６０も穴５１を中心に回転しようと
するが、切り欠き片５２により、それ以上の回転が禁止され、切り欠き片５２との当接部
から先端部迄は下側に更に弾性変形する。
【００３１】
所望の位置へアッパレール２１が移動したならば、ハンドルバー７０の操作力を解除する
。すると、トーションバー６０は元の位置へ弾性復帰し、トーションバー６０が係合する
ロックレバー４１も元の位置に復帰し、ロックレバー４１のロック穴４７が、ロアレール
１１のロック突起１９に係合し、アッパレール２１の摺動は再び禁止される。
【００３２】
上記構成によれば、ロックレバー４１は、アッパレール２１の第１の基部２４，第２の基
部２６間に形成された空間Ｓ３に配設されているので、ロック機構の占めるスペースが小
さく、しかも、従来ロック機構のように、ブラケットを用いていないのでロック機構の構
成部品点数が減少する。
【００３３】
尚、本発明は、上記実施例に限定するものではない。例えば、上記実施例のシートトラッ
クは、断面において２個の鋼球３０，３１を用いたが、図６に示すように、断面において
、４つの鋼球１０１，１０２，１０３，１０４を用いてアッパレール１０５がロアレール
１０６に対して摺動可能とならしめてもよいし、図７に示すように、断面において、２つ
の鋼球１１１，１１２と１つのローラ１１３を用いてアッパレール１１５がロアレール１
１６に対して摺動可能とならしめてもよい。
【００３４】
【発明の効果】
以上述べたように本発明によれば、ロック機構をアッパレールの第１及び第２の基部間に
形成された空間に配設され、アッパレールに対して回転可能に設けられ、回転端部には、
ロアレールのロック突起に係合可能なロックレバーと、ロックレバーをロック突起に係合
する方向に付勢する付勢部材とから構成したことにより、ロック機構の占めるスペースが
小さく、ロック機構の構成部品点数が少ないシートトラックを実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例の要部分解斜視図である。
【図２】図１において組付け後のＡ－Ａ断面図である。
【図３】図１において組付け後のＢ－Ｂ断面図である。
【図４】図１において組付け後のＣ方向矢視図である。
【図５】図１において組付け後のＤ方向矢視図である。
【図６】他の実施例の断面図である。
【図７】他の実施例の断面図である。
【図８】従来のシートトラックを示す要部構成斜視図である。
【図９】図８における側面図である。
【符号の説明】
１１　ロアレール
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１２　基底部
１３　第１の側壁部
１４　第２の側壁部
１５　第１の天部
１６　第２の天部
１７　第１の垂下部
１８　第２の垂下部
１９　ロック突起
２１　アッパレール
２２　第１のアッパレール
２３　第２のアッパレール
２４　第１の基部
２５　第１の延出部
２６　第２の基部
２７　第２の延出部
４１　ロックレバー
６０　トーションバー（付勢部材）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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